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（
一
八
七
五
）
に
政
府
が
ゲ
ル
マ
ン
紙

幣
の
取
扱
方
注
意
書
を
発
し
、「
新
紙

幣
日
用
取
引
の
節
、
折
方
鹿マ

マ忽
よ
り

往
々
に
切
裂
、
毀
損
の
憂
相
生
じ
候

故
（
原
文
は
『
印
刷
局
百
年
史
』。
文
意
：
新

紙
幣
を
日
常
取
引
に
用
い
る
際
、
折
る
扱
い
が

粗
い
こ
と
で
折
々
に
切
り
裂
け
、
毀
損
す
る
心

配
が
生
じ
る
た
め
）」
と
告
論
す
る
ほ
ど
、

傷
ん
だ
お
札
が
続
出
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
に
倣
っ
て
設

立
さ
れ
た
多
く
の「
国
立
銀
行
」（
注
４
）

は
、
銀
行
紙
幣
を
ア
メ
リ
カ
の
紙
幣

製
造
会
社
で
あ
る
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル

･

バ
ン
ク･

ノ
ー
ト
会
社
お
よ
び
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク･

ノ
ー
ト
会
社

か
ら
、
一
円
券
か
ら
二
十
円
券
を

七
四
〇
万
枚
、
額
面
で
一
五
〇
〇
万

　

江
戸
時
代
、
藩
札
で
用
い
た
紙
は
、

楮こ
う
ぞ、

雁が
ん

皮ぴ

、
三み

つ
ま
た椏

（
注
１
～
３
）
と
い

う
和
紙
の
伝
統
的
な
繊
維
素
材
を
、

そ
れ
ぞ
れ
単
独
あ
る
い
は
混
合
し
て
、

各
藩
の
地
元
あ
る
い
は
名な

塩じ
お

（
兵
庫

県
西
宮
市
）や
越
前（
福
井
県
越
前
市
）

な
ど
の
和
紙
の
有
名
産
地
で
製
造
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
慶
応
四
年
・
明
治

元
年
（
一
八
六
八
）、
政
府
が
最
初
に

発
行
し
た
「
太
政
官
札
」（
写
真
１
）
も
、

楮
と
雁
皮
を
混
合
し
、
越
前
で
製
造

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
印
刷
さ
れ
た

模
様
が
単
純
だ
っ
た
た
め
、
福
岡
藩

が
城
中
に
製
造
所
を
設
け
、
職
工
数

百
名
を
集
め
て
大
規
模
に
贋
札
製
造

を
行
っ
た
り
、
あ
る
い
は
上
海
に
お

い
て
中
国
人
ら
が
大
量
の
贋
札
を
製

造
し
て
わ
が
国
に
持
ち
込
ん
だ
り
す

る
な
ど
、
国
内
外
で
贋
造
が
横
行
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
政
府
は
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）、ド
イ
ツ
の
ビ
ー・

ド
ン
ド
ル
フ
・
シ
ー
・
ナ
ウ
マ
ン
印

刷
会
社
に
、
通
称
「
ゲ
ル
マ
ン
紙
幣
」

あ
る
い
は
「
明
治
通
宝
札
」
と
呼
ば

れ
る
「
新
紙
幣
」（
写
真
２
）
の
製
造
を

発
注
し
、
翌
年
よ
り
こ
れ
を
流
通
さ

せ
ま
し
た
。

　

ゲ
ル
マ
ン
紙
幣
の
印
刷
模
様
は
と

て
も
精
緻
で
し
た
が
、
紙
幣
用
紙
が

ぼ
ろ
布
を
原
料
と
し
た
機
械
漉す

き
で

あ
っ
た
た
め
、
そ
の
紙
質
は
越
前
和

紙
と
比
較
し
て
劣
り
、
明
治
八
年

円
を
輸
入
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

そ
の
製
造
費
は
ア
メ
リ
カ
側
へ
の
支

払
い
の
み
で
一
二
万
二
二
三
五
円

一
一
銭
と
、
当
時
と
し
て
は
か
な
り

　
全
四
回
の
「
お
金
の
源
」
の
最
終
回
は
、今
や
お
金
と
言
え
ば
最
初
に
想
像
さ
れ
る
「
紙
幣
」。

そ
の
素
材
で
あ
る
「
紙
」、
特
に
日
本
近
代
紙
幣
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、

東
京
藝
術
大
学
の
稲
葉
先
生
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
稲
葉
先
生
に
は
、
本
誌
で
過
去
に
連
載
し
た
「
貨
幣
の
歴
史
学
」（
二
〇
〇
七

年
春
号
〜
〇
九
年
冬
号
の
全
一
二
回
）
の
中
で
も
、
江
戸
時
代
の
藩
札
を
中
心
に
お
話
を
伺

っ
て
い
ま
す
（
第
九
回
、
〇
九
年
春
号
）。
そ
ち
ら
と
併
せ
て
お
読
み
い
た
だ
く
と
、
よ
り
興

味
深
く
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
（
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
全
文
掲
載

し
て
お
り
ま
す
）。

失
敗
し
た
輸
入
紙
幣

東
京
藝
術
大
学
大
学
院 

教
授  

稲
葉
政
満

最
終
回

日
本
近
代
紙
幣
の
紙

素
材
の
歴
史
と
作
り
方

お
金
の
源

いなば・まさみつ
1953年東京都生まれ、東京
農工大学農学部卒、東京大学
大学院農学研究科修了（農学
博士）。岐阜大学を経て、現
在、東京藝術大学大学院文化
財保存学専攻教授。専門分野：
保存科学、製紙科学。特に紙
の保存性、和紙の製造方法の
歴史などの研究を行ってい
る。和紙文化研究会会長とし
て和紙文化の普及にも努め
ている。主な著書：『図書館・
文書館における環境管理』（日
本図書館協会）、共著書「文
化財の素材と技法　紙」『保
存科学入門』（京都造形芸術
大学編）、『博物館資料保存論』
（講談社）など。第８回文化
財保存修復学会学会賞ほか。

お
金
の
源

お
金
の
源

お
金
の
源

写真 1　太政官札
 （提供：日本銀行金融研究所貨幣博物館）
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高
い
買
い
物
で
し
た
。

　

現
在
の
国
立
印
刷
局
は
、
明
治
四

年
（
一
八
七
一
）
に
大
蔵
省
紙
幣
司

と
し
て
設
置
さ
れ
、
紙
幣
寮
、
紙
幣

局
へ
改
称
の
後
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）に
印
刷
局
と
な
り
ま
す
。

印
刷
局
は
、
当
時
の
輸
入
洋
紙
の
紙

幣
が
利
用
す
る
に
は
脆
弱
で
あ
る
た

め
、
伝
統
的
な
和
紙
の
技
術
を
基
に

新
し
い
紙
幣
の
製
造
を
計
画
し
ま
し

た
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
は

技
術
者
と
し
て
多
様
な
技
術
を
有
し
、

藩
札
や
太
政
官
札
な
ど
の
製
造
を
行

っ
て
い
た
越
前
か
ら
男
女
七
名
を
採

用
し
て
紙
幣
用
紙
製
造
に
従
事
さ
せ

ま
し
た
。
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）

に
は
越
前
か
ら
さ
ら
に
女
性
工
員

三
〇
名
を
採
用
す
る
な
ど
、
越
前
和

紙
に
関
わ
る
多
く
の
工
人
を
印
刷
局

に
採
用
し
ま
し
た
。

　

当
時
、
和
紙
の
原
料
と
し
て
は
楮

が
一
番
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
楮
は
繊
維
が
粗
い
た
め
、
精

密
な
模
様
を
印
刷
す
る
に
は
向
き
ま

せ
ん
。
電
子
顕
微
鏡
写
真
（
写
真
３
）

は
和
紙
三
種
の
表
面
の
も
の
で
す
。

雁
皮
や
三
椏
の
方
が
楮
よ
り
も
繊
維

が
細
い
だ
け
で
な
く
、
繊
維
間
の
孔

を
埋
め
る
役
割
の
あ
る
柔
細
胞
が
た

く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て

と
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
特
性
を
持
つ

の
で
、
雁
皮
や
三
椏
は
楮
よ
り
も
平

滑
で
複
雑
な
模
様
の
印
刷
に
適
し
た

紙
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

主
要
な
紙
幣
用
紙
の
繊
維
の
長
さ
と

幅
に
つ
い
て
は
、
下
の
表
１
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

も
っ
と
も
、
江
戸
時
代
ま
で
は
、

三
椏
を
紙
製
造
す
る
過
程
の
一
つ
で

あ
る
「
煮し

ゃ

熟じ
ゅ
く」（

注
５
）
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
紙
の
原
料
と
し
て
多
く
は

用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
頃
、

印
刷
局
が
、
ソ
ー
ダ
灰
（
炭
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
）
で
煮
熟
し
、
さ
ら
し
粉
で

半
晒
し
（
注
６
）
に
す
る
こ
と
で
、
雁

皮
に
似
た
高
級
感
の
あ
る
卵
黄
色
の

紙
を
製
造
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
耐
久
性
の
あ
る
紙
幣
用
紙

を
手
漉
き
で
量
産
化
す
る
こ
と
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
行
錯
誤
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、明
治
十
年
（
一
八
七

七
）、
印
刷
局
は
、
国
産
第
一
号
紙
幣

と
な
る
国
立
銀
行
紙
幣
一
円
券
（
写
真

４
）
の
用
紙
を
、
雁
皮
七
〇
％
、
三
椏

三
〇
％
の
割
合
で
混
ぜ
、
和
紙
伝
統

の
「
流
し
漉
き
」（
注
７
）
で
製
造
し

ま
し
た
。
翌
年
に
は
五
円
券
の
用
紙

を
、
雁
皮
八
〇
％
、
三
椏
二
〇
％
の

割
合
で
混
ぜ
、「
溜
め
漉
き
」（
注
８
）

で
製
造
し
ま
し
た
。
紙
の
製
造
に
必

三
椏
へ
の
着
目

注
１　

楮

ク
ワ
科
の
落
葉
低
木
。
西

日
本
の
山
地
に
自
生
し
、

繊
維
作
物
と
し
て
各
地

で
栽
培
さ
れ
る
。
楮
の

皮
の
繊
維
は
、麻
に
次
い

で
長
く
、
強
靭
で
そ
の

紙
は
丈
夫
な
紙
と
な
る
。

注
２
　
雁
皮

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
落

葉
低
木
。
栽
培
が
難
し

く
、
自
生
し
て
い
る
も

の
を
採
取
す
る
た
め
希

少
。
繊
維
は
細
く
短
く
、

優
美
で
光
沢
が
あ
り
、

な
め
ら
か
で
や
や
透
明

感
の
あ
る
紙
質
と
な
る
。

注
３
　
三
椏

ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
科
の
落

葉
低
木
。
中
国
原
産
。

繊
維
植
物
と
し
て
日
本

の
暖
地
に
栽
培
。
柔
軟

で
細
か
く
、
雁
皮
ほ
ど

で
は
な
い
が
光
沢
が
あ

り
、
優
美
で
き
め
細
か

い
紙
質
と
な
る
。

注
４
　
国
立
銀
行

明
治
五
年（
一
八
七
二
）、

制
定
の
国
立
銀
行
条
例

に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た

民
間
の
発
券
銀
行
。

注
５
　
煮
熟

原
料
の
楮
な
ど
の
繊
維

を
炊
く
た
め
の
釜
で
二

～
三
時
間
煮
る
こ
と
。

注
６
　
半
晒
し

紙
の
製
造
工
程
の
う
ち

漂
白
の
こ
と
。
晒
し
＝

白
色
、
半
晒
し
＝
卵
黄

色
（
黄
土
色
）、
未
晒

し
＝
茶
色
と
な
る
。

写真 2　新紙幣（ゲルマン紙幣）／表面の「明治通宝」および「出納
頭」の印、裏面の「大蔵卿」、「記録頭」の印は、日本国内で加刷して
いた （提供：日本銀行金融研究所貨幣博物館）
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SEM	  photo:	  M.	  Inaba	  	   写真 3　和紙三種の走査電子顕微
鏡写真／楮繊維は雁皮繊維や三
椏繊維より太い。また、雁皮紙や
三椏紙は柔細胞を多数含み、これ
が繊維間の間隙を埋めてさらに
紙表面を平滑にしている
 （撮影：稲葉政満）

繊維
長さ /mm 幅 /μｍ

長さ /幅
最小～最大 平均 最小～最大 平均

楮 0.94 ～ 23.76 9.37 12～ 42 27 354
雁皮 2.32 ～ 3.83 3.16 16～ 30 19 166
三椏 1.20 ～ 5.14 3.60 14～ 32 20 180
マニラ麻＊ 3～ 12 　 10～ 40 　 220
亜麻＊ 10～ 85 　 10～ 30 　 1100～ 1200
コットン＊ 10～ 56 　 10～ 40 20 1000～ 4000
コットンリンター＊ 2～ 12 　 20 　 100～ 600
稲 0.29 ～１.41 0.94 5.0 ～ 29.0 14.0 67
モミ 1.14 ～ 4.95 3.04 16.8 ～ 63.8 41.1 72.4

表１　製紙用繊維の寸法上の特徴

（町田誠之 2000 および森本正和 1999（＊） より抜粋）

表面裏面
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要
な
道
具
で
あ
る
漉す

き

簀す

も
、
こ
の
頃

か
ら
和
紙
用
の
簀す

か
ら
耐
久
性
が
高

い
金
網
製
と
な
り
、
洋
紙
の
手
漉
き

技
術
も
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

印
刷
局
で
は
、
大
量
の
紙
幣
製
造

に
向
け
て
原
料
確
保
に
努
め
る
も
、

雁
皮
も
三
椏
も
自
生
分
で
は
十
分
な

量
を
採
取
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
植
物
の
人
工
栽
培

を
試
み
た
と
こ
ろ
、
雁
皮
は
難
し
く
、

三
椏
は
容
易
な
こ
と
を
発
見
し
、
以

後
、
三
椏
の
栽
培
が
推
奨
さ
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、
印
刷
局
で
尊
重
さ
れ
た

三
椏
は
、
独
特
の
卵
黄
色
の
色
素
を

有
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
民
間
用

の
も
の
と
は
区
別
し
て
「
局
納
三
椏
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
発
行
の

改
造
一
円
券
か
ら
、
三
椏
一
〇
〇
％

の
紙
幣
用
紙
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
以
後
高
級
紙
幣
の
素
材
は
卵

黄
色
の
三
椏
一
〇
〇
％
と
な
り
ま
す
。

　

紙
幣
の
偽
造
防
止
技
術
と
し
て
一

般
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
「
透
か

し
」
を
入
れ
る
技
術
は
、
簀
に
針
金

で
模
様
を
編
み
込
む
な
ど
し
て
、
そ

の
部
分
の
紙
の
厚
さ
を
減
ら
す
「
白

透
か
し
」
と
、
漉
き
網
を
凹
ま
せ
て

紙
の
厚
さ
を
増
す「
黒
透
か
し
」（
注
９
）

が
あ
り
ま
す
。
印
刷
局
で
抄
造
し
た

紙
幣
用
紙
に
透
か
し
が
入
っ
た
の
は

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
で
、
改

造
五
円
券（
明
治
十
五
年〈
一
八
八
二
〉

発
行
）の
左
上
に
蜻か

げ
ろ
う蛉

一
匹
、
左
下
に

蕾
を
あ
し
ら
っ
た

桜
花
一
輪
の
白
透

か
し
で
し
た
。そ
し

て
、
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
製
造

の
十
円
兌だ

換か
ん

銀
行

券
に
は
、小
槌
、
分

銅
、巻
物
、
星
の
玉
、

鍵
な
ど
の
宝
尽
く

し
の
黒
透
か
し
が

初
め
て
入
り
ま
し
た
。

　

印
刷
局
の
機
械
漉
き
へ
の
挑
戦
は
、

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）、
楮
、
雁
皮

を
用
い
て
イ
タ
リ
ア
か
ら
の
石
版
印

刷
用
紙
の
注
文
に
対
応
し
た
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
十
五
年

（
一
八
八
二
）、
銅
、
銀
貨
の
鋳
造
が

遅
れ
た
た
め
、急
遽
、半
円
、二
十
銭
、

二
十
五
銭
券
と
い
っ
た
「
小
額
紙
幣
」

を
大
量
発
行
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

初
め
て
国
産
の
機
械
漉
き
の
紙
が

二
十
銭
券
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
原

材
料
は
、
三
椏
八
五
％
、
そ
し
て
洋

紙
の
機
械
漉
き
に
当
初
用
い
ら
れ
て

い
た
綿
ぼ
ろ
の
代
替
繊
維
と
し
て
印

刷
局
で
開
発
し
て
い
た
材
料
で
あ
る
藁わ

ら

が
一
五
％
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
紙
幣
用
紙
製
造
を
完
全
機

械
化
す
る
に
は
か
な
り
の
時
間
を
要

し
ま
し
た
。
白
透
か
し
は
機
械
的
に

簡
単
に
入
れ
ら
れ
る
一
方
で
、
黒
透

か
し
を
入
れ
る
の
が
難
し
か
っ
た
た

め
で
す
。
ま
た
、
機
械
乾
燥
し
た
紙

は
湿
式
凹
版
で
印
刷
す
る
と
寸
法
変

化
が
大
き
い
こ
と
も
完
全
機
械
化
を

阻
ん
で
い
ま
し
た
。
明
治
以
来
、「
太

鼓
張
り
」
と
称
す
る
中
空
の
枠
板
を

利
用
し
て
一
枚
一
枚
手
作
業
で
乾
燥

し
て
い
く
作
業
が
な
く
な
り
、
機
械

漉
き
の
紙
幣
用
紙
が
完
全
機
械
化
さ

れ
た
の
は
、
乾
式
凹
版
の
輪
転
機
の

採
用
で
機
械
乾
燥
し
た
用
紙
の
使
用

が
可
能
と
な
っ
た
昭
和
九
年
（
一
九
三

四
）
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
十
九

年
（
一
九
四
四
）、
紙
幣
の
主
原
料
で

あ
っ
た
三
椏
の
供
給
が
滞
り
が
ち
な

中
、
小
額
紙
幣
で
あ
る
「
い
十
銭
券
」

に
、
一
般
的
な
紙
に
使
用
さ
れ
る
木

材
パ
ル
プ
（
針
葉
樹
亜
硫
酸
パ
ル
プ

〈
Ｎ
Ｓ
Ｐ
〉）
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
（
一
九

四
七
）
～
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四

九
）、
越
前
の
民
間
企
業
で
あ
る
岡
太

製
紙
工
業
協
同
組
合
が
日
本
銀
行
券

（
Ａ
百
円
券
）
を
製
造
す
る
際
も
、
三

椏
の
供
給
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

原
料
配
合
は
、
三
椏
四
〇
％
、
屑
紙

三
〇
％
、
木
材
パ
ル
プ
二
五
％
等
と

木
材
パ
ル
プ
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
も

っ
と
も
、
木
材
パ
ル
プ
は
紙
幣
に
用

い
る
に
は
耐
久
性
に
難
が
あ
り
、
三

手
漉
き
か
ら
機
械
漉
き
へ

透
か
し
入
れ

木
材
パ
ル
プ
の
使
用

注
７
　
流
し
漉
き

ネ
リ
と
呼
ば
れ
る
植
物

性
粘
液
を
混
ぜ
た
紙
料

液
を
、
漉
き
桁
の
中
へ

す
く
い
入
れ
、
揺
り
動

か
し
て
繊
維
の
絡
み
を

よ
く
し
、
余
分
な
水
を

流
す
と
い
う
作
業
を
数

回
繰
り
返
す
漉
き
方
。

注
８
　
溜
め
漉
き

パ
ル
プ
状
に
し
た
紙
料

を
簀
で
す
く
い
上
げ
、

前
後
左
右
に
揺
り
動
か

し
て
一
定
の
厚
さ
の
湿

紙
を
つ
く
り
、
こ
の
湿

紙
に
紗
を
か
ぶ
せ
、
さ

ら
に
別
の
湿
紙
を
積
み

重
ね
た
上
に
重
石
を
載

せ
て
水
を
切
り
、
一
枚

ず
つ
は
が
し
て
干
し
板

に
張
り
天
日
で
乾
か
す

漉
き
方
。

注
９
　
黒
透
か
し

明
治
二
十
年
（
一
八
八

七
）
に
「
す
き
入
紙
製

造
取
締
規
則
」
が
制
定

さ
れ
、
紙
幣
の
贋
造

防
止
の
観
点
か
ら
民
間

で
の
黒
透
か
し
（
凸
透

か
し
入
れ
）
の
製
造
は

禁
止
さ
れ
た
。
現
在

は
、
昭
和
二
十
二
年

（
一
九
四
七
）
に
制
定

さ
れ
た
「
す
き
入
紙
製

造
取
締
法
」
に
よ
り
、

政
府
、
国
立
印
刷
局
ま

た
は
政
府
の
許
可
を
受

け
た
者
以
外
の
者
は
製

造
し
て
は
な
ら
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
。

写真 4　明治 10 年発行の国立銀行紙幣一円券／写真は、
横浜銀行の前身の一つである国立第二銀行により発行さ
れた一円券 （提供：日本銀行金融研究所貨幣博物館）
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二
〇
カ
国
以
上
で
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
、
紙
の
「
お
札
」
と
金
属
の

「
硬
貨
」
の
境
界
が
は
っ
き
り
と
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
紙

や
金
属
に
置
き
換
わ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

そ
う
い
っ
た
境
界
が
曖
昧
に
な
っ
て
い

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

椏
の
供
給
量
が
増
加
す
る
に
つ
れ
、

そ
の
割
合
は
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

敗
戦
か
ら
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し

た
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
か

ら
発
行
さ
れ
た
Ｂ
券
で
は
、
千
円
券
、

五
百
円
券
、
百
円
券
は
三
椏
一
〇
〇
％

の
紙
質
に
戻
り
ま
す
。
一
方
、
小
額

紙
幣
で
あ
る
五
十
円
券
は
、
引
き
続

き
三
椏
四
〇
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
当
時
三
椏
へ
の
民
間
需
要

が
高
ま
り
、
必
要
量
が
確
保
で
き
な

い
こ
と
へ
の
対
応
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
印
刷
局
で
は
、
三

椏
に
替
わ
る
耐
久
性
と
風
合
い
を
持

つ
紙
幣
材
料
を
探
し
求
め
、
昭
和

二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
頃
、
マ
ニ

ラ
麻
を
中
性
亜
硫
酸
法
で
パ
ル
プ
化

す
る
と
、
紙
幣
用
紙
の
原
料
と
し
て

適
す
る
こ
と
を
見
出
し
ま
す
。
マ
ニ

ラ
麻
は
、
三
椏
よ
り
も
供
給
量
が
多

く
価
格
も
安
い
こ
と
か
ら
、
翌
年
か

ら
Ｂ
五
十
円
券
で
は
三
椏
を
す
べ
て
、

Ｂ
百
円
券
で
は
そ
の
一
部
を
マ
ニ
ラ

麻
に
変
更
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
、

マ
ニ
ラ
麻
は
三
椏
と
並
ん
で
、
紙
幣

用
紙
原
料
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
三
椏
繊
維
の
配
合
量
が

低
下
す
る
と
、
日
本
紙
幣
の
卵
黄
色

が
維
持
で
き
な
い
た
め
、
特
殊
色
素

を
添
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
か

ら
の
Ｃ
券
用
紙
で
は
、
電
気
洗
濯
機

の
普
及
に
よ
る
紙
幣
損
傷
対
策
と
し

て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

か
ら
耐
湿
強
度
を
改
善
す
る
た
め
、

紙
に
尿
素
樹
脂
を
添
加
し
ま
し
た
。

後
に
尿
素
樹
脂
は
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
に

替
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
銀
行
発
券
局
長
よ
り

紙
質
強
化
の
要
請
を
受
け
、
紙
の
表

面
に
ポ
リ
ビ
ニ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
ル 

（
Ｐ
Ｖ
Ａ
）
を
塗
布
す
る
方
法
を
、
昭

和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
の
Ｃ

一
万
円
券
か
ら
実
施
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
改
善
や
紙
料
配
合
等
の
改
善

に
よ
っ
て
、
耐
折
強
さ
が
従
前
と
比

較
し
て
二
～
三
倍
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
紙
幣
は

木
綿
七
割
に
針
葉
樹
晒
亜
硫
酸
パ
ル

プ
（
Ｎ
Ｂ
Ｓ
Ｐ
）
三
割
と
さ
れ
、
他

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
亜
麻
や
木

綿
な
ど
伝
統
的
な
素
材
が
主
体
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
一
九
八
〇
年
代
に
一
部
の
国
で
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
種
で
あ
る
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
樹
脂
に
よ
る
合
成
紙
が
使

わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
偽
造
防
止

対
策
上
重
要
な
「
透
か
し
」
を
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

替
わ
っ
て
、
合
成
樹
脂
フ
ィ
ル
ム
を

基
材
に
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
紙
幣
が

一
九
八
八
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

初
め
て
発
行
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
５
）。

こ
の
素
材
は
透
か
し
を
入
れ
る
こ
と

が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
現
在
で
は

生
活
向
上
を
反
映
し
た

紙
幣
用
紙
の
強
度
向
上

三
椏
か
ら
マ
ニ
ラ
麻
へ

紙
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
へ
？
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